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はしカtき

眼球は常に動いており，網膜に写る映像がリフレッシュされている.このことはものを

見る上では目的にあっている.しかし 網膜の部位に応じてその部位の感度を測る視野測

定においては，網膜の一定部位に光を投影することがきわめて困難である.診断や経過観

察の上で視野が最も重要な緑内障においては，初期の暗点は非常に小さいもので，小さい

暗点検出は従来の視野計ではほとんど不可能であった.我々は，眼底を観察しながら任意

の部位に光を投影することのできる眼底視野計をすでに開発した.これにより，視野測定

の精度は飛躍的に高まったが，眼球運動にあわせて手動で視標を動かすことが困難で，実

用にはこの点の解決が必須であった.

最近のコンビュータの進歩により，画像を高速で追尾することが可能になった.眼底を

赤外線で照明し， CCDカメラから得られた眼底像をハードウエアで追尾し，眼底の位置

のずれを自動補償してカラー液晶ディスプレイに視標を呈示するシステムを試作した.数

台のパーソナルコンビュータを組み合わせ，眼底視野計のハードウエアそのものもかなり

大がかりな装置となったが，実用化できる目途が立ち，レーザースキャンの眼底鏡と組み

合わせる試みや，さらに，アラインメントや焦点調節を自動で行う眼底視野計などの開発

に向けて努力している.
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